
もっと下仁田とつながる小さな本

おてんま

vol.1



下仁田駅から100メートルほど離れた場所にあるのが

レンガ倉庫。1921年と1926年に建てられたもので、

繭農家から買い取った繭が保管されていました。

撞球（どうきゅう）というのはビリヤードのこと。

養蚕や鉄鉱石などたくさんの産業で栄えていた下仁田

町は、ビリヤード場のほかに映画館などもありました。

「下仁田駅」

「レンガ倉庫」

「ビリヤード場跡」

こちらは上信電鉄下仁田駅。

上信電鉄は明治30年に開業した、⽇本の中でも歴史の

ある鉄道のひとつです。その中でも下仁田駅は当時の

駅舎のまま今でも使われており、関東の駅100選にも

選ばれています。

下仁田駅の周辺を歩きながら、まちに残ったむかしを

探してみませんか？

むかしのある町下仁田を歩こう



あるご夫婦は箸や器などを提供してくれ、

料理が得意なおばあちゃんはお鍋を、蕎⻨

打ちが趣味のおじさんは竹ざるを貸してく

れました。⾃宅で採れた野菜や、お⼿製の

冷や汁を⼤鍋いっぱい持ってきてくれる⽅

もいました。

他にもたくさんの⽅が色々な特技を発揮

してくださり、無事に夕涼み会が開催され

ました。当日はお子さんや赤ちゃんもたく

さん来てくれ、⻄牧にこんなに子どもがい

たのかと驚くほど。

それに、無償で⼒を貸してくれる⽅がこん

なにいることに、本当に驚きました。

地域おこし協⼒隊 伊藤彩香

人下仁⽥の魅⼒は

集”楽”づくり担当

下仁⽥町の魅⼒は“人”だと思っています。

下仁⽥町と⻑野県の県境に、“⻄牧”という

地区があります。少子高齢化が進み、人口が

減り続ける山間地です。人がいないので、

お祭りや⾏事はできません。

「夕涼み会をやろう」
そこで、流しそうめんやヨーヨー釣りなど

をして、楽しい夏の夜を過ごそうと思いま

した。

時間もお⾦もありません。

でも、開催できました。

なぜかというと、地域の人たちが協⼒して

くれたから。

流しそうめんをしたいと相談した瞬間、

「⾃宅の竹を切って持ってくる」と答えた

⽅がいました。そうめんは⽼人クラブのメ

ンバーが何十箱も集めてくれ、それを地域

の奥様⽅が何度も茹でてくれました。

イメージ イメージ

地域おこし協⼒隊って

私が感じた

下仁⽥のこと

さいもく

定住を図ることで、地域⼒の維持と強化を

協⼒して作り上げた流しそうめん ⾃然と会話も弾む

過疎・山村地域が都市部から人を受け入れ、
３年間の地域協⼒活動を通じその地域への

めざす制度です。

協⼒隊の活動日記は、

Facebook

コチラ



本場の伝統農法の下仁田葱は、種まき

から収穫まで15ヶ月かかります。その間

には、寒波や猛暑、⻑⾬や⼲ばつがある

年もあります。気候も毎年違います。ま

た、種も原種で病気に強くもなく、手間

暇かけてもうまく育たないことが多々あ

り、めげることも少なくありません。

この伝統農法の下仁田葱を何とか後世に

引き継げることを目標に、葱農家の諸先

輩方から教えていただき、技術を習得し

ております。

農家の⻑男として⽣まれ、「お前で11

代目だ、あとを頼むぞ」と⽣前の祖父は

よく言っていました。しかし、下仁田葱

の伝統農法のひとつ「真夏の植え替え」

をはじめ農家の⼤変さを間近で⾒て知っ

ていたので、手伝いはしていたものの、

本業として腹を据えるには至りませんで

した。

跡継ぎとしての覚悟

15ヶ月かかる本場の
下仁田葱を守りたい

そんななか、農家の高齢化と後継者問

題を考えるようになりました。小さいと

きから⾒てきた下仁田葱。「つくる⼈が

いなかったらどうなるのか。誰かがやら

なくては。」そんな想いで農業の世界に

⾶び込みました。下仁田葱の会最年少会

員として経験年数はまだまだですが、⼦

どもと同じくらい愛情をこめて下仁田葱

を育てています。

農業の高齢化と後継者問題

11代目の若い⼒で、下仁田葱の伝統を残したい

サラリーマン時代と違い休みもなく過酷、

でも「若いけど頑張ってるね」「⼤澤君の葱、おいしいね」

と言ってもらえることで、疲れも夏の植え替えの労も

全部、吹き飛ぶんです

ふるさと

⼤澤 貴則さん
下仁田葱農家

人



全国の皆さま、
たくさんのご支援を

ありがとうございます！

83,434,950円
平成29年度寄附内訳

少子化対策事業
まちづくり事業
観光振興事業
環境保全事業
教育環境整備事業
荒船風穴の保全
町⻑におまかせ

17,605,000円
6,111,000円
4,867,000円
7,038,000円
4,988,000円
3,632,500円

39,193,450円

890件
334件
254件
379件
258件
219件

2,370件

●

下仁田中学校の2年⽣11名が、オーストラリアブリスベンで

下仁⽥町では、ホームステイや現地の学校での⽣活体験を通じて、世界で活躍できる若者

を育成するため、中学⽣海外派遣事業を実施しています。23回目を迎えた今回は、11名の

⽣徒が8月6⽇〜13⽇までの8⽇間、派遣されました。

「前よりも英語が聞き取れるようになった」

「夢だったホームステイが叶った」

「⾔葉が伝わらなくても⼼はつながることを学んだ」

参加した⽣徒の学びは大きなものとなりました。

ふるさと下仁田 寄附⾦（ふるさと納税）のこと応援

平成29年度寄附の総額●

下仁⽥町では「ふるさと下仁⽥応援寄附⾦」として、ふるさと納税に取り組んでいます。

ふるさと納税、くわしくは

ホームステイを体験！

寄附から 2,400,000円 を活用しました

皆さまの下仁⽥町を「応援したい」「貢献したい」という想いが”寄附”というカタチになり、
「まちづくり」につながります。寄附の使い道は６つの事業から選択するができます。
”寄附”のお礼に、まごころ（特産品の下仁⽥ねぎやこんにゃくなど）をお届けします。

下仁⽥町のホームページをご覧ください

教育環境整備事業（H30年）



ねぎ

①ごま油で下仁田ねぎを炒める

②鶏胸⾁を茹でて⼿で裂いておく

③お湯で溶いた中華だしを入れ、

塩・コショウで味をととのえる

①油で下仁田ねぎ（１センチ幅のななめ切り）とベーコンを炒め、ねぎがしんなりしたら

バターと⼩⻨粉を入れ馴染ませる

②牛乳とコンソメを入れて煮込み、塩・コショウで味をととのえる

③お皿に盛りチーズを好きなだけかけ、オーブンで焦げ目がつくまで焼く

※かたさは牛乳で調整してください

下仁田ねぎは、和洋中の

材料（1人分）

ごま油（適量）

下仁田ねぎ（1本）

鶏胸⾁（100g）

中華だし（⼩さじ1）

塩（少々）

材料（1人分）

油（適量） 下仁田ねぎ（1本）

ベーコン（好きなだけ） バター（10g）

⼩⻨粉（⼤さじ1） 牛乳（150ml）

コンソメ（⼩さじ1）

塩・コショウ(少々）

チーズ（好きなだけ）

下仁田ねぎと鶏胸⾁の和え物

下仁田ねぎグラタン

こんにゃく

市販の田楽みそを
いろんな料理に変⾝！ たっぷりかけて！

下仁田ねぎをまるごと
焼いた⼤名焼きに！

と
（たべてみて）



発⾏⽉ 2019年１⽉

下仁田町役場 地域創生課 地域振興係

編集 おてんま編集部

発⾏･問合せ

下仁田町には人が ”いる”

応援してくれる人がいる
まちを好きな人がいる
まちのことに関わってくれる人がいる

ふるさとと人がつながる場として編集部を⽴ち上げ、この「おてんま」をつくりました。

下仁田町は人口約7,400人の⼩さな町です。⾼校卒業後、まちを離れて新しい世界で学び、
働き、活躍している人がいることはとても素敵なことです。でも、ふるさとがあること・
待っている人がいることをいつまでも忘れないで欲しい、そんな願いを込めてこの⼩さな

そして、下仁田町を応援してくださる全国のみなさん、あたたかいご支援をありがとう
ございます。みなさんの応援が、まちを、ひとを元気にします。下仁田町は、いつまでも
あなたのもうひとつのふるさとでありたいです。

本をお届けします。

〒370-2601 群馬県甘楽郡下仁田町大字下仁田682 Tel：0274-64-8809（直通）

伊藤彩⾹／大井田⽂雄／⽚⼭美雪／神⼾重信／神⼾悠加／篠原司／⻄原ヒロキ／
チョウ・ジーイン／⾼野綾⼦

ふるさとSHIMONITA_official にゃくっち

表紙のはなし

くらしの風景 観光･グルメ情報

気の合う仲間が集まると自然と笑顔になる。

それが下仁田町で暮らす理由。

過疎化が進んだ町かもしれないけど、

「下仁田を盛り上げていきたいから」
まちのことを考えている人がいる。

「おてんま」とは群馬県の一部で使われている方言。『みんなのためになることをみんな
でする』という意味で、下仁田でも使われています。

Facebook Instagram


